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3.11 から 3 年、被災地では高校生をはじ
めとした若い人たちの活躍が目立ちます。彼
ら彼女らは、地域社会の底上げや話し合いの
場をつくること、ファシリテートやコーディ
ネートに目を向けています。
ESD-J は、2012年度から ESDコーディネー
ターの育成に力を注いできました。2013 年
度は４つの地域で OJT 型の研修を行い、そ
の成果を取りまとめて育成に使えるツールを
つくります。北九州では、地域の文脈を踏ま
えた地域の魅力づくりを、広島では学習者の
共感を生むことを、岡山では ESD の視点を
持ちチームで進めることを、茨城では空き空
間を活用しコラボを生み出すことをそれぞれ
学びました。
わたしたちは、こうした学びを得ることに
より、ESD をコーディネートするときに最も
大切なことは、地域の歴史・地理・風土や住
民の生活文化という文脈を踏まえて、それを
持続可能な社会 /地域づくりへ発展させてい
く ESD の文脈によって再構成していくこと
ととらえました。この方法論に立ち、地域や
現場の人びととともに希望をオーガナイズし
ていくことが私たちコーディネーターのミッ
ションだといえるでしょう。
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コーディネーターのスキルアップとネットワーク③

地域の課題と資源を探究し 希望 をオーガナイズする

気仙沼市で活動する高校生有志団体「底上げYouth」。
まちを幅広い視点でとらえ、魅力を発信しています。
昨年12月には夏に続き観光リーフレット「気仙沼恋人スポット」
第2弾を発行。各方面から高い評価を得ています。
（ESD-Jの活動そのものではありませんが、考え方は近いものがあ
ると思いご紹介したく、写真を提供いただきました）

©FORTUNE 宮城
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「ESD をコーディネートする」とは

地域の課題解決の場をつくり探究のプロセスを描く
今年度行われた 4地域（北九州、広島、岡山、茨城）でのOJT 型の ESD コーディネーター研修の成果が 3月初めに集約さ

れました。各地域で行われた研修での特徴的なできごとと今後に活かすエッセンスが共有され、それらをESDコーディネーター

養成のフローとシラバスという形で成果物にまとめることになりました。その概要を紹介します。

1, ESD コーディネーター研修の目的と対象
ESD コーディネーターとなる人を増やし、各人のスキルアップを図るとともに、ESD コーディネーターのネットワーク化を

進めます。

研修の目的 	 （1）ESD の視点を深める（持つ）
	 （2）コーディネート力を高める　　　　

研修の対象 	 地域で ESD の展開を進めるため、コーディネーターとしての役割を担う立場の人
	 （1）コーディネーターを仕事にしている人
	 （2）地域で活動している人
	 （3）テーマで活動している人

2, ESD コーディネーター育成のフローと 7 つのポイント

《フロー図の解説》

基本の流れは、当事者や住民が主役の参加型の学びあい・問題解決のプロセスです。そのプロセスづくりを支援す

るのがコーディネーターの役割です。（入口）では、地域で問題を解決していくことの大切さや課題を見つける方法

の共有、口に出して言えないことを開いてゆく支援が必要です。（中間）では、歴史・地理・風土などの地域の文脈

でとらえた地域の力を地域の人自身が表現していくことを支援することが必要です。学びが地域づくりに発展して

いくことをどうサポートするかということです。ここで当事者や住民が主体となったプロジェクトが立ち上がり、自

律的に動いていくことになります。コーディネーター研修で大事なことは、その間のコーディネーターの働きかけを

ESD の視点で評価し、その後の各プロジェクトのフォロ－アップに役に立てていくことです。

ESD をコーディネートするときに最も大切なことは、地域や住民の文脈を踏まえて、それを持続可能な社会 /地域

づくりに発展させていく ESD の文脈をどう設定するかということなのです。つまり、地域の問題や資源を見つけ、問

題を特定して探究し解決していくプロセスをともに描くことです。

3, ESD コーディネーター研修のシラバス
2 の図の① ~⑦が大項目となります。詳細は現在作成中の報告書（web 上で公開予定）で紹介してまいります。

2013 年度の各地でのモデル実施のようすは、次ページ以降でご報告します。（森 良）

（視点と方法は一体）

a)	コーディネーターに必要な	
4つのチカラ

b)	コーディネーターのお仕事

c)	ESDコーディネーターの	
7つのスキル

（a〜c はwebでの映像教材）

① ESDの視点を持つ

②地域の課題を知る
	 （調査と分析）

③地域を文脈で捉える

④課題を解決するため
のプロセスデザイン

⑤協働と参画の進め方

⑥ファシリテーション
のスキル（実施）

⑦展開後の振り返り、
継続へ②③ ④⑤ ⑦

OJT OJT

＊7つのポイント＝①～⑦

〈事前学習〉 〈入 口〉 〈中 間〉 〈出 口〉

［OJT 型研修の成果］

ESD コーディネータープロジェクト 2013
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北九州
　持続可能なまちづくりの鍵となる ESD コーディネーターを育む

「ESD 未来創造セミナー」及び「修了生サポート研修」
NPO法人北九州サスティナビリティ研究所理事長　三隅佳子

ESD 未来創造セミナー

修了者サポート事業

	

全
員
参
加
型
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

	

受
講
生
に
よ
る
企
画
書
発
表

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
合

地元地域に
持ちかえり
実践準備

北九州市では、「環境未来都市」の実現に向けて、

持続可能な社会づくりを進めています。それを担

う人材を育むため、昨年度は当法人と市が協働で、

ESD コーディネーター育成研修を実施し、45 名の

修了生が誕生しました。しかし、研修後の地域での

コーディネーター活動は、コミュニティや課題に応

じて、つなぐべき人やものなどが異なり、複雑な問

題も多いため、即実践は、中々困難です。

そこで今年度は、昨年度同様の地域課題の発見と

企画力を磨く「ESD 未来創造セミナー」に加えて、

昨年の研修修了生を主な対象にして、実践に必要な

知識やコーディネート力を高める「修了者サポート

事業」を行いました。さらに、活動実績やノウハウ

を持つ「北九州 ESD 協議会」( 現在 75 団体）の参

加団体との対話の場をつくるとともに、同会が活動

の助成を行うなど、いわば「駆け込み寺」的なサポー

トの仕組みづくりを行いました。

修了者サポート事業の研修では、岡山や北九州の

事例なども参考にしながら、各研修者がそれぞれの

地域で実践できる仕組みと計画を立てていきまし

た。市民センターを中核に協議会をつくる、といっ

た形が取り組みやすい地域もあれば、具体的な事業

を実施するプロセスで、少しずつ関係団体を増やし

ていく（広げていく）といった形が入りやすい地域

もありました。

研修の結果、実行委員会を結成し、学習会を計画

した団体もいくつか誕生しています。受講生からは、

連携の効果や必要性を感じられるような場づくり・

場回しのためにはコーディネーション力とファシリ

テーション力がカギであり、それらを高める研修を

もっと行ってほしいという要望が出てきました。

北九州市との本協働プロジェクトでは、このよう

なニーズに応えながら、「ESD 未来創造セミナー」

を受講した人々を核として、「北九州 100 万人市民

が ESD 活動を実践！」を目指したいと考えています。

OJT 型研修実施レポート

	 11月30日・12月1日

ESDの概念を学び、その意識を持って、
地域の課題を見つける方法を、フィー
ルドワークを通して習得する

第1回 	 2月8日・9日

企画のノウハウを学び、地域での実践
に向けた企画書づくり及びプレゼン
テーションする力を会得する。

第2回

	 11月16日

地域で実践していくた
めの仕組みづくりと目
標設定のイメージ化

第1回 	 11月30日

実践のための課題克服方法
の学び合いと、事業計画案
及びロードマップづくり

第2回 	 1月11日

実践活動の進捗状況の
確認と今後の展開に向
けた学び合い

第3回

3月15日OJT

OJT OJT

地元地域での
課題発見と
企画案作成

地元地域に
持ちかえり
実践準備

《講師》	 高田研氏（津留文科大学教授）
	 西村仁志氏（広島修道大学准教授）

《講師》	 池田満之氏（ESD-J 副代表理事）



4

広島
　地域コーディネータースクール「地域とテーマの幸せな出会い」

～既存のコーディネーターとつながる取り組み～
環境教育事務所 Leaf 代表　河野宏樹

ESD コーディネータープロジェクト 2013

広島での ESD コーディネーター研修は、未来へつ

なぐ第 4号でのレポートでお伝えした内容の続きと

なります。

地域性とテーマ性のバランスが取れた魅力的な実

践報告の刺激を受け、参加者がチームに分かれて

「ESD を意識した企画づくり」に取り組んだ集合研

修 1をふまえ、OJT 期間にチームごとで企画を練り

上げ、集合研修 2では担当しているプロジェクトの

企画書を発表しあいました。完成した企画書は以下

の 10本、それぞれ個性溢れるものとなりました。

●	「地域力×医療×命」	
　～地域完結型の "本当の幸せ "を目指して～

●	「まちづくり進化論の実践と検証」	
　～地域DNAのガラパゴス化と途絶防止のために～

●	「EXPO東千田」	
　～東千田界隈の商店と並びの空き店舗を使ったマルシェ～

●	「戸坂産○○○でつくろう！」	
　～戸坂に伝わる母の味～

●	「もちつき＆ファイヤー」	
　～父親が地域活動で交流するためのイベント～

●	「こどもじゃけぺでぃあ」	
　～クイズを通じて親子で広島のお宝を学ぶ～

●	「ひろしまちから」	
　～広島を本気でよくする市民・政治家をつくる～

●	「北広島×○○」	
　～北広島の資源発掘プロジェクト・今回は源流探検～

●	「広島のカッコいい！？大人に会おう！」	
　～子どものキャリア教育プロジェクト～

●	「北広島町交流体験・交流体験事業化会議」	
　～子ども農山漁村交流プログラムを通じて～

これらの企画内容をお互いに学び合い、フィード

バックを行いました。その後、企画グループ毎に評

価を行うためのシートをつくり、事業報告書のフォー

マットに関して確認を行いました。

評価シートの項目の例として、1）事業企画的側面、

2）プログラムデザイン的側面、3）運営的側面、4）

進行的側面、5）成果的側面を挙げました。事業の

実行前に評価軸を確定することにより、事業前、事

業中、事業後と各プロセスにおいて事業評価ができ

るようにしました。

集合研修 2はこれで終了し、集合研修 3までの間

の 4ヶ月間で各プロジェクトをグループ毎に進行し

ました。

集合研修 3では、事業報告書や評価表を元に各プ

ロジェクトがどのような成果を挙げることができた

のか全体で共有しました。大枠企画書の通り進行で

きたプロジェクトと、諸事情の調整の中で当初の実

施内容と変わったプロジェクトがありました。地域

のコーディネーションを行う場合、常に様々な流動

的な要素の中で企画や評価内容を変更する必要があ

ります。わずか数ヶ月の本研修の中でも、各プロジェ

クトの中でダイナミックな変化を遂げていることを

参加者の発表を通じて感じることができました。さ

らに、参加者の中で「地域コーディネーターとして

必要なことは何か？」をワークショップ形式で考え

ました。地域のことを思い、共感し、寄り添ってい

く力が、企画等のスキルを支える基礎的な力として

必要なことを全体で共有することができました。

今回は源流体験

OJT中のフォローアップのしくみ

OJT 型研修実施レポート

OJT OJT	 集合研修
7月27日 -28日　1泊2日
郊外の宿泊研修施設

地域とテーマの幸せな出
会いをテーマにしたディス
カッション
ESDを意識した企画づくり

第1回 	 集合研修
8月31日

広島市内の研修室

企画の最終チェッ
クと評価手法、報
告書の作成につい
ての講義

第2回 	 集合研修
1月19日

広島市内の研修室

評  価

第3回

企画のブラッ
シュアップ

企画の実践と
報告書の作成

● 定期的なサロン（市内の事務所にて）　● Facebookグループ　● 相互視察
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　地 域 の み か た　
〜公民館職員のエンパワメントによる地域力向上〜

岡山市立中央公民館　主任　重森しおり

9月9日（月）・10日（火）

「ESDと公民館をつなぐ、
深める」

第1回
12月16日（月）・17日（火）

「地域課題解決のための
事業企画」

第2回
2月3日（月）・4日（火）

「企画発表と次年度に	
向けて」

第3回

相談サロン
9月20日、10月8日・24日
11月12日の14時～17時

相談サロン
1月14日・17日の13時～17時 
1月21日の9時～17時

岡 山

岡山市で実施した ESD コーディネーター研修は、

ESD 推進の拠点である公民館職員を対象とし、OJT

型で行いました。これまでも公民館職員対象の ESD

研修を継続的に実施してきましたが、今年度は基礎

である「企画力アップ」を目的として実施しました。

公民館の活動自体が ESD と重なっている部分も

多く、第 1回目の初日は「公民館をどう捉えている

か？」を、志賀誠治さん（人間科学研究所）のファ

シリテーションで考えていくことからはじめまし

た。そして翌日は、地域課題の見つけ方や抽出方法

などを学びました。

それぞれの公民館で課題を把握してくることが宿

題となり、それを持ち寄って2回目の研修を受けま

した。ここから、生みの苦しみの始まりです。企画の

作法を学び、それぞれが次年度に実施する事業を企

画書に落としていきます。企画書作成に足りない部

分や、グループでの意見を踏まえて、再度それぞれ

の公民館に持ち帰り、分析と内容の検討を重ね、3回

目の研修では作成した企画書の発表会を行いました。

みんな、地域の文脈を読み取りながら、何度も聞

き直したり、書き直したりしながら完成させた企画

書なので、発表後の意見交換は、とても活発で有意

義なものとなりました。

研修の最終日は、今回の企画書に「ESD」という

視点が入っているかどうかを「ESD めがねをかけて

見直す」というワークショップで行いました。この

ことで、各自が ESD の視点には何があるのか。につ

いても考えることにつながり、多角的な視点で企画

書を見直すことになりました。

今回の研修では、「チームで取り組む」ということ

にも力を入れました。研修は公民館の開館日に行う

ため、参加できる職員は一人です。これまでも参加

した職員が館に戻って報告・共有してはいましたが、

今回は「館としてチームで取り組んでいきましょう」

と最初から決めて進めました。

研修で学んだことの共有だけでなく、研修と研修

の間にある地域課題把握・分析などをそれぞれ工夫

してみんなで取り組んだことで、館としての団結が

深まったり、次年度、事業実施がしやすくなったと

思います。研修が終わったときの達成感や、評価の

ときの意見についても、チームで共有することとな

り、「今までの研修の中で一番大変だったけど、とて

も充足感がある」というふりかえりがありました。

また、それぞれの公民館職員がチームとして取り

組むのを、ESD 担当者と連携してチームとなってフォ

ローしていく「しくみ」が、OJT 研修を進める上で

必要だとも感じました。参加者も企画者もとても大

変な半年間でしたが、今ではこれをどんな形で進め

ていこうかとワクワクしています。

OJT 型研修実施レポート

OJT OJT
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コーディネーター研修の現場から　第5回

共創空間をコーディネートする人材と 
ESDセンターをつくる

1.	課題意識　きっかけ

茨城におけるコーディネーター研修の背景には次の 3つが
あった。

①	タコツボ化した市民団体を開き、つなぎながら新たな活
動ユニットをつくる必要性

②	茨城県新しい公共推進指針を具体的に展開する必要性
③	遊休施設を市民が活用できる可能性

①は、15年間、茨城のNPO法人の設立運営相談や研修を
行ってきた中で感じていたことで、多くの団体が、目の前の事
業に追われて周りにある資源に気づかず、動ける人がいないと
内にこもりつつある。本来、学びと参加の受け皿であるはずの
NPOがそうなっていないため、組織を開き、横につなぐことが、
組織や地域の持続性の点からも必要だと感じていた。
②は、平成 25 年 3月に茨城県が公表した「新しい公共推
進指針」で提起されたコーディネーターの養成である。指針は、
マルチステークホルダープロセスで策定され、当法人がとり
まとめを担当した。学びあい、助け合い、組織の協働、多様
な働き方、社会貢献を応援する、の 5つの仕組みを、市民団
体、社会教育をはじめとする行政機関、経済界、労働界、メディ
アなどが連携して具体化していくというのが指針の中身であ
る。その仕組みをつくるために、コーディネーターの育成を
具体化する必要があった。
③は、近年、廃校の活用や遊休施設のリニューアルに関す
る市民団体、事業所からの相談が相次いだことである。特に、
水戸市における 2つの遊休施設（大工町の「トモスみと」業
務ビルフロアと、双葉台ショッピングセンター）に関しては、
市民団体の活動拠点として提案したり、実験ができることに

なったので、常設型の ESD センターの設置を目指して、仕組
みづくりと、担い手づくりと、場づくりをセットで実施する
ことにした。

2.	研修のオーガナイズ
研修は、次のねらいのもとで対象設定を行った。
ねらい  地域の遊休施設など地域の資源を活用したり、多様な
主体のコラボレーションを仕掛けることで、学びあい、助け
合いをコーディネートする力を高め、多様な学びと活動の拠
点と、人的ネットワークを築く。
対  象  各分野（環境、国際協力、バリアフリー、農業、福祉、
まちづくり、多文化共生）のキーパーソンとして、ネットワー
クづくりを仕掛けている人、場の提供を通じて地域貢献に関
わりたい金融機関や不動産会社、大学の関係者（非公募 15 名）

3. 研修で実践した企画

茨城の研修は、水戸市大工町の「トモスみと」の未使用フ
ロアに、地域で様々な活動をしている人や地域の課題を集め、
知恵やアイディアを融合させて新たな活動、つながりを生み
出すため、フューチャーセンターセッションを企画運営するこ
とをOJTと位置づけた。そのため、4回にわたるコーディネー
ター研修は、イベントの企画会議を兼ねた内容となった。研修
のトレーナーには ESD-J の森良さんに継続して関わっていただ
いた。
以下、プロセスに応じて何を考え、生み出し、気づいたか
について報告する。
1回目は、共創空間とそのコーディネーターの役割につい
て考えた。共創空間とは、行政や誰かに与えられる場ではな
く、最近増えている廃校や廃屋、空き店舗などの空間を利用

コーディネーター
研修としての展開

共創空間コーディ
ネーターの役割を
考える

出会いの仕掛け、
巻き込み方を考え
る

参加者への接し
方、繋ぎ方を考え
た上で実践

つながりやコトを
育むような場づく
りを検討

実践の場としての
フューチャーセッ
ションの企画会議
としての展開

イベントのコンセ
プトと対象者を決
める

イベントの進め方
を討議して決める

実際に人のマッチ
ングと、コト起し
を実践

イベント振り返り
とフォロー

11月 18日 12月 3日 12月 15日 1月 15日

フューチャーセンター
セッション当日

研修全体が OJT 型の研修

認定NPO法人茨城NPOセンター・コモンズ事務局長　横田 能洋

第1回 第2回 第3回 第4回
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しながら、異質な者同士が何らかの課題解決のために資源を
もちよって新たに想像していく場として定義し、東京や栃木
の廃校活用事例を紹介した。また、つくば市で古民家を改装
したギャラリーなどを手がけるゲストの経験談もききながら、
次のようなコツを学んだ。
•	アートや魂を込めた表現活動は、人のこころを拓く力をもっ
ている。
•	つなぎ手は、場を求める人の想いと人を見極めながら、つ
ながりづくりをサポートする。
•	人の夢を叶える場をつくること、それがフューチャーセン
ターであり共創空間である。
その話を踏まえた上で、トモスにどんな人を集め、どんな
話をしてもらいたいかをカードに書き出すワークを行った。
多様な立場の研修生がいたので、でてきたテーマも実に多様
だったが、テーマをクロスさせること、対話と共感から自発
的な活動を生み出すことが ESD だと確認した。
2回目は、どうしたら限られた時間で互いに知り合えるか、
自己紹介や討議グループのつくり方について検討した。その
結果、自分の強みや求めることを紙にかいて体の前後につけ
る「サンドイッチマン方式」の自己紹介が採用された。さらに、
自分が関心のあるテーマについて、どんな多様な関係者がい
るかをカードに書きだすワークを行い、地域に多様なステー
クホルダーがいることに気づいた。その上で、誰が誰に声か
けをするとよいかを互いに確認し、各自が参加を呼びかけた。
3回目は、フューチャーセンターセッションの開始前に、
次のことを検討しながらプログラムの修正、参加者の関心事
項を頭に入れる作業を 2時間行った。
•	人をつなぐ仲人役として、コーディネーターは、どう存在
を示して参加者に接するか
•	出会いを楽しみながら、自由に話せる空気をつくるために、
どんなルールを示すか
そして 3時間のセッションで、仲人役として、その場で工
夫しながら、つなぎ役を実践した。当日は、80名もの参加が
あり、このような企画の継続を望む声が多く聞かれた。
4回目は、研修の振り返りを行いつつ、セッションで生ま
れた共創の種である事業アイディアを具体化させるための次
のセッションを企画した。

横田 能洋（よこた よしひろ）

認定 NPO 法人茨城 NPO センター・コモンズ事務局長。

NPOの運営相談や人材育成に取り組むほか、地域での組

織間連携による課題解決を目指して、多文化共生、労働

問題、教育、寄付推進に関して円卓会議を運営し、事業

化も行っている。

4. これまでの成果

コーディネーターは、上記のようなOJT 研修を通じて、特
定の分野ばかり考えていた自分に気づき、異分野、異業種と
つながる意義や、提案したり共感、共創したりすることの大
切さ、を感じた。また、多様な背景をもつコーディネターが
いることで、誰もが気軽に参加して話せるワールドカフェの
要素と、異業種での協働実践につなげる地域円卓会議の要素
をあわせもったフューチャーセンターセッションが行えるこ
ともわかった。

5. 課題と今後に向けた動き

セッションの参加者の多くは、生まれたアイディアの次の展
開に関心と参加意欲をもっているので、火を消さないように提
案者をフォローしつつテーマ毎にゴールを明確にした上で、新
たな参加者を募り、セッションを続け、事業を具体化していく
のが、今後のミッションである。そして、常にコーディネーター
が集える常設の ESDセンターを水戸に実現したい。
① 障害への理解 × 映画上映	 ⇒	居場所づくり
② フェアトレード × 販売場所	 ⇒	買い物で社会貢献
③ 遊休農地 × 園芸療法　　　       ⇒	ユニバーサル農業
④ 多国籍 × 親子参加行事　         	⇒	多文化共生の街
⑤ 学びのサポート × 居場所	 ⇒	子どもの貧困防止
⑥ 学校教育 × ESD × 地域の協力	 ⇒	家庭廃油の循環

一言　　 コメント （編集長：森 良）

ダイナミックな場づくりをOJT とするユニークなコーディネイ

ター研修である。異分野をつなぐことの重要性に気づいたメンバー

は、これまでのテーマのスペシャリストとしての学び方や動き方か

ら地域全体を見渡すゼネラリストとしての学び方、動き方に自らの

being（あり方）を変えていくことが求められる。そこへの継続的な

支援が必要となるだろう。

フューチャーセンターセッションとは

•	多様な人が場に
集い、「できること

」、「協力

してほしいこと」
を看板に書き、そ

れを見

せながら交流。

•	話したい人同士で
グループをつくり

、なん

らかの活動をする
ための討議を行う（

テー

マ毎のミニ円卓会
議を一斉に開催）。

•	出てきたアイデ
ィアを全体で共有

し、

具体化に向けた継
続した検討を行う

。

コーディネーターが発案したサンドイッチマン
方式の集団お見合い

コーディネーターは仲人役として、ミニ円卓会議
の進行をサポート
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昨年 8 月に第 1 弾をアップしました

「コーディネータープロジェクト・映像教

材」の第 2弾を制作中です。「未来へつ

なぐ」のホームページでは、その企画会

議の様子をアップしていますが、今回の

映像は「ESD コーディネーターの 7つの

スキル」を取り上げます。

第 1弾では、ESD に関わる多くの人に

登場いただきESDを語る「ミッションムー

ビー」、基本のキとして「コーディネーター

に必要な 4つのチカラ」を川嶋直氏によ

る KP法で紹介、「コーディネーターとは」

で実際の ESD コーディネーターに登場い

ただいて日々の仕事や役割について語っ

てもらいました。7本のムービーがウェ

ブ上にアップされています。

作ってみてのふりかえりでは、「短時

間で要点をまとめるのが難しい」「どう

いう場面でどんな人が使うか、今一つ

はっきりしない」「教材であればもっと

内容がないと」などの反省点が出てきま

した。プロジェクトグループで検討を続

け、今回は実際に現場で使えるスキルに

スポットをあてることになりました。

ESD

映像教材第2弾は

「ESDコーディネーターの7つのスキル」！

コーディネーションを進めていくにあ

たり、時系列で 7段階にわけ、それぞれ

大事にしたいスキルや心構えを整理して

みようという試みです。

その 1	 情報収集する

その 2	 マーケティング発想

その 3	 未来志向の企画力

その 4	 相手をその気にさせる提案力

その 5	 参加と協働を促す実施の段取り

その 6	 参加者が主人公になる実践の場

づくり

その 7	 継続にむけて

なんと、これを 1コマ漫画とナレー

ションで表現。できる限り短時間で要

点をしぼってお伝えする、しかも笑い

を取って……（企画・製作者としては

かなりハードルの高いものを設定して

しまいました）。日ごろからついつい

やっちゃうなという自戒の想いも込め

て「これはどうかな？」というツッコ

ミと、「ここはこうしていくよね」のポ

イントをそれぞれに出しています。イ

ラスト制作は、川嶋直氏の『KP法』で

イラストを描かれた鈴木律子さんが担

当します。

この半年でも、動画教材がウェブ上

でかなり増えてきたように思います。

今回の映像も、プロの力をお借りしま

すが、比較的簡単に撮影・編集してアッ

プするスタイルです。当初の目標です

が、より現場で使える映像集として多

くのコンテンツを網羅し、今後もブラッ

シュアップしながら作り続けることを

目指しています。まずは多くの人の目

に触れ、使ってほしい。公開した際に

はまず 1回はチェックください。

（森 高一）


